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２0１8年の選択制臨床実習の海外コースの報告
石木　学
Manabu Ishiki
　本年も海外での選択制臨床実習に17名の学生がチャレンジしました。実習報告会では，大変貴重な体験で
あったことを各々が発表しましたが，特に今年は，海外の素晴らしい面だけではなく，本邦の良い点にも気
づいた発表が目立ちました。多様な医療の実際を理解し，その経験を上手に活かし，次世代の医療を担うす
ばらしい医師となるよう願ってやみません。
平成29年度海外臨床研修参加者：17名
France ：Lyon university, Louis PRADEL Hospital  坂根　和，柴田　真梨子
Germany ：Herz - und Diabeteszentrum Nordrhein-Westfalen  
   江部　里菜，髙橋　慶子
   Department of Neurosurgery Charite Universitätsmedizin Berlin
   村田憲保
Canada ：Montreal General Hospital　吉山　慶太
United Kingdom : University of Glasgow  橋本　晴子
   University of Leeds 鈴木　裕紀子
U.S.A. : Henry ford Hospital鈴木　裕紀子，藤本　貢輔
内蒙古 ：内蒙古医科大学　田村　尚道
韓国 ：忠南大学　伊藤 史宙，杉林　遼一，髙橋　美乃里，寺田　岳史，舟木　孝充
Vietnam ：National Hospital of Pediatrics　瀬志本　真帆，藤澤 邦子
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２0１8年選択制海外臨床実習報告書 
Hospital Louis Pradel
坂根　和
１ ．はじめに
　私は，2018年 5 月14日から 6 月15日までの 5 週間，フランスの第 2 の都市リヨンのLouis Pradel病院小児
心臓外科にて，海外臨床実習を行いました。この実習は，富山大学小児心臓外科の芳村教授のご厚意のもと，
リン富山大学臨床実習のアドバンス実習の期間に行われたものです。
２ ．準備
　私が芳村先生のもとに希望をお伝えしたのは 5 年生の 8 月でした。低学年の時から国際保健に興味を持ち
活動してきたため，発展途上国の医療や日本の地域医療を見る機会はありましたが，いつかは先進国の医療
を見て，自分が目指すべき外科医の姿を見たいという思いが強くありました。そのため，富山大学の海外臨
床実習に関心があり，報告会を毎年のように聞いてきましたが， 5 年生での第一外科での実習の際に，芳村
先生を始めとする先生方に非常に丁寧に教えていただき小児心臓外科に非常に興味深いものを感じた私は，
是非とも小児心臓外科の分野で先進国の医療を見てみたいと思いました。希望をお伝えした後は，芳村先生
がLouis Pradel病院に連絡してくださり，12月頃から紹介してくださったリヨン日本人会の方に宿舎を尋ね，
ご厚意によりリヨン第 3 大学の寮に滞在させていただくことができました。
３ ．奨学金
　先進国への長期滞在は非常に費用が掛かると予想していたため， 2 年生の頃から奨学金を探していまし
た。その中で，他大学の先輩から文部科学省主体のトビタテ!留学JAPAN日本代表プログラムを紹介してい
ただき， 5 年生の 9 月に応募書類を提出しました。選考は11月に 1 次の書類審査と 1 月に 2 次の文部科学省
での面接がありました。五福キャンパスの留学支援課のバックアップのもと，無事に通過し 3 月には奨学金
をいただけることになりました。このため，すべての費用を奨学金内で納めることができました。また， 3
月にトビタテ!留学JAPANでの留学事前研修があり，留学をより良くするための 2 日の講義があり，フラン
スに行った際もどのように留学を充実させるか，事前に考えたことを実行できたため，非常に有意義な奨学
金だったと思います。
４ ．Louis Pradel病院での実習
　私は小児心臓外科で 5 週間実習させていただきました。実習は朝 8 時から夕方 5 時までで， 1 日に 2 ～ 3
件の手術を見学させていただきました。小児心臓外科は教授が 2 人，医局長のような先生方が 2 人，レジデ
ントが 3 人で，手術は上の 4 人の誰かが執刀医として， 1 度に 2 件の手術を並行する形で 1 日 4 件ほどの手
術を行っていました。その中で関心のあるオペ室に入る形で見学をさせていただきました。実習させていた
だく前に，先輩方から積極的に行かないと見ているだけになるという話を聞いていたため， 1 日目から積極
的に行こうと思い，分からないことは調べどんどん質問しました。教授を始めとする先生方は非常に丁寧に
教えてくださり，特に東ヨーロッパやアフリカから来ていたレジデントの先生方は非常によくしてください
ました。先生方とコミュニケーションがとれるようになると，術野にいれてくださり，縫合をさせていただ
くことになりました。しかし，intermediate surgetという縫合方法を練習していなかったため（しかも逆
針!）全くできず非常に悔しい思いをしました。手術の後，レジデントの先生に手術キットをいただき，教
えていただいて実習期間中はひたすら練習しました。頂いた手術キット，縫合方法や速い糸結びの仕方は私
の宝物です。先生方の手術は非常に速く，かつ正確で，その要因として先生方の腕だけではなくレジデント
の先生方のフォローが非常に上手いこと，オペ看護師が先生が言う前にすべての機械出しをすることなど，
今後自分が外科医として執刀医になる前に何ができるか何をすべきか学ぶ非常に貴重な機会となりました。
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　また，小児心臓外科では国際支援として，発展途上国から心疾患の子供を連れてきて手術をして帰国させ
るという支援を行っていました。その取組みについて支援する国の医師からと支援される国の医師からの視
点でお話を聞けたことは，国際保健を志す私にとってとても学ぶことがありました。実習中のどのような時
も，常に学ぶことがあり，たくさんのご厚意のもと非常に充実した実習を送ることができました。
5 ．まとめ
　 5 週間でフランスにいるのが当たり前で日本に帰りたくないと思えるほど，Louis Pradel病院の先生方や
出会ったすべての方に優しく接していただき，非常に充実した楽しい実習となりました。お別れの際にはオ
ペ室で仲良くしてくださったスタッフの方に外科医帽子を頂きました。外科医になった際にはこの帽子をか
ぶり，フランスで実習で学んだこと，目指したいと感じた外科医の姿を思い出して，日々励んで行きたいと
思います。
6 ．おわりに
　最後になりましたが，Louis Pradel病院で実習をするにあたり尽力してくださいました芳村先生，そして
快く実習を引き受けてくださいましたPr.Ninet先生を始めとする先生方・スタッフの皆様方に，深く感謝申
し上げます。ありがとうございました。
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２0１8年選択制海外臨床実習報告書 
Hospital Louis Pradel
柴田真梨子
～はじめに～
　私が 1 年生の時，この留学に初めて行かれ，同じ部活でもあった先輩からこの留学のお話を聞き，当時か
ら小児循環器に興味があった私は，その時からずっとこの留学に行きたいと思い続けて，遂に実現させるこ
とができました。
〇留学の準備
　まず 5 年生の 6 月に実習で第一外科を回ることになったので，その時に芳村先生に留学に興味があるとい
うことを伝えましたが，学年全体の取り決めで，海外臨床実習を希望する学生が医局と連絡を取っていいの
は 7 月末からということになっていたので，芳村先生と本格的に連絡を取り始めました。11月末に先方に履
歴書を送り，承諾書を送っていただけました。航空券や住居は 1 月から探し始めましたが，住居は結局，現
地の日本人の方にもご協力をいただいてリヨン大学の寮を使わせていただけることになりました。
〇実習内容
　計 5 週間の留学でしたが，私は前半 3 週間で小児心臓血管外
科，後半 2 週間で小児循環器科を見学させていただくことになり
ました。
＜外科＞
　初日は，どこに行くべきかもはっきりせず，それらしいところ
に行ってみても人がおらず挨拶をするだけでも大変でしたが，無
事教授とお会いでき，レジデントや秘書さんなど他のスタッフも
紹介していただけました。当時のレジデントは，モロッコから 2
人，ルーマニアから 1 人でしたが，母国で小児心臓血管外科につ
いて十分な勉強ができない医師が，外国から集まってくることは
よくあるということでした。
　 2 日目からはほぼ毎日一日平均 2 件のオペに入らせていただき
ました。 3 週間で見学した主な手術は，ASD閉鎖，VSD閉鎖，
大動脈弁形成術，Crafoord術（大動脈縮窄），Jatene術，Rastelli
手術，Glenn手術，総肺静脈還流異常修復術，冠動脈形成術，心
臓移植，同種生体弁採取など多岐にわたりました。ASD，VSD
閉鎖やCrafoord手術などは 3 週間でも正直見飽きてしまうほど多
くの件数が行われていました。中でも印象的だったのはやはり心臓移植です。日本で心臓移植というとかな
りの大手術でメディアも注目するという印象ですが，フランスでは他の手術と特に変わりなく行われてお
り，手術自体もとても手際が良く，心停止を得てから心臓をすべてつなぎ合わせるまでに 1 時間もかからず
大変驚きました。各手術前の準備時間にレジデントが英語で患者や手術の説明をしてくれたので，何もわか
らず見ているだけ，ということにはならずにすみました。手洗いは，外科志望だと言ったり，近くで見たい
といえば可能で，リスクの少ない患者であれば皮膚縫合をさせてもらえることもありました。
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＜小児循環器科＞
　外科の先生から正式に紹介されるようなことはなく，自分で各ス
タッフに挨拶して存在を知ってもらうところからスタートしました。
　 1 週目はわかりやすくエコー外来やカテーテルの予定を聞き，それ
を見学することをメインにしていました。どちらも患者さんがいない
時間や検査中に英語で説明をしてくれました。
　エコー外来では，外科ではあまり触れなかった患者さんの生活背景
や，時には声を荒げつつお互い対等に議論をしあうフランスの医師−
患者関係も感じられてとても面白かったです。中でも特に印象的だっ
たのはやはり心臓移植に対する認識で，やはり患者側の認識としても
心臓移植は日本ほど特別なことではなく，他の手術を提案されるのと
同じように受け止めており，心配している内容も，金銭的なことやド
ナーが見つかるかということではなく，長期入院の間に子供をどうし
ようか，などという他の手術でも考えるような比較的一般的なことで
した。また，Hopital Louis Pradelでは先天性の心奇形を抱える成人の患者も多く小児循環器科に通院して
おり，大動脈スイッチ術が子供の時には開発されておらず，更に年齢制限にも合致せず手術を受けられな
かった大血管転位の患者が，手術をしないまま60歳近くまで生きてこれたが，老化とともに心不全が強まり
心移植を勧められる，という症例など，日本の実習では聞いたことのない話を聞けて大変興味深かったです。
　 2 週目は，たくさんのスタッフと関わりたいと思ったので，
病棟のカルテ室に張り付いて，何かイベントがあればついてい
くような実習を中心にしました。最初はお互いに関わり方がつ
かめずにいましたが，だんだんと馴染んできて，エコー検査や
回診をするときには呼んでもらえたり，雑談もたくさんするよ
うになりました。フランス語で行われるチアノーゼ性心疾患の
勉強会に誘われて，理解できるのか半信半疑で参加してみまし
たが， 5 週間カルテや病棟の患者表を読み解いていた経験が生
きて，思っていたより理解ができてうれしかったです。
〇現地での生活
　準備の項でも述べたとおり，住居はリヨン大学の寮でした。
病院まではメトロとバスを乗り継いで40分ほどです。キッチン
はついていましたが食事はついていなかったので，近くのスー
パーで食品を買って自炊していました。大きなバゲットが 1
ユーロほどで売っているので，基本的にはそれを主食にして料
理を作っていましたが，ジャポニカ米も売っていたので，たま
には日本食も作ったりしながら充実した食生活が送れていまし
た。病院には職員食堂があるのですが，カードを発行してもら
うのに手間取り，利用したのは最後の 2 週間だけでした。その
ほかの日には，患者さんも利用可能なカフェでサンドイッチ，
キッシュ，ケーキなどを買ったり，自分でサンドイッチを作っ
て持って行ったりしていました。
　週末は高速バスを使ってリヨン市内や近郊の都市に出かける
こともありました。また私は音楽が好きなのですが，学生は，
リヨン国立管弦楽団の本拠地であるオーディトリウムのチケッ
トが安く買えたので，そこにも何度か足を運びました。
小児科病棟
エコー外来
寮の様子
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～おわりに～
　 1 年生の時から憧れていたこの海外実習にチャレンジして，本当に良かったと思っています。行く前まで
は不安もたくさんありましたが，行ってみると毎日楽しく充実しており 5 週間はあっという間でした。フラ
ンス語も英語も上手く使いこなせるわけではありませんが，現地の人々が本当に優しく陽気で，いつまでも
暮らしていたいと思うほど居心地がよかったです。
　ただ，病院のスタッフは，自分から積極的に関わってくるというよりはこちらから話しかけてみたら丁寧
に対応してくれるという感じだったので，もし来年以降チャレンジしたいという後輩の方がいれば，事前に
やりたいことを決めて，積極的にそれをアピールしてください。そうすれば本当に充実した実習生活が送れ
ると思います。外国で 1 か月を過ごしきる経験，カリキュラムのない実習を自分の手で充実したものに作り
上げる経験は，その場では大変かもしれませんが，終わってみると様々なスキルと自信が身についているこ
とに気づきます。少しでも興味のある方は是非チャレンジしてみてください！！
～お世話になった方々～
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２0１8年海外選択制臨床実習報告書 
Herz-und Diabeteszentrum Nordrhein- Westfalen. (HDZ-NRW). 
Universitatsklinikum der Ruhr-Universitat Bochum
江部里菜
実習期間　2018年 4 月16日から2018年 5 月11日（ 4 週間）
１ ．はじめに
　この度，海外選択制臨床実習としてドイツのルール大学ボーフム附属Nordrhein-Westfalen州心臓糖尿病
センターにて 4 週間実習をさせていただきました。こちらの留学先は富山大学第一外科と協定を結んでおら
れ，交換留学という形で留学させていただきました。大変手厚いご支援，恵まれた環境で実習をさせていた
だき深く感謝申し上げます。この場をお借りして報告させていただきます。
２ ．目的
　病院実習を通して，心臓血管外科に興味を持ち，より一層深く学びたいと思ったことがきっかけです。ド
イツに留学することを通じて，心臓外科分野あるいは医療体制の日本との違い，日本で経験することができ
なかった移植医療や多様な術式を経験することが主な目的です。また，私は今まで海外留学を経験したこと
がないため，海外の生活様式や価値観を学ぶことも目的に留学を希望いたしました。
３ ．実習内容
　実習先のNordrhein-Westfalen州心臓糖尿病センターでは年間約6000件の心臓外科手術そして心臓や肺移
植も行っており，一日に 8 つの手術室 2 ～ 3 件の手術を行っていました。日本人心臓外科医の南和友先生が
立ち上げ，第一外科の深原准教授が留学されていた病院です。心臓外科医は30人ほどで日本人の先生も 5 人
ほどおられ，ご活躍なさっていました。病院との手続きやドイツ人の方とのコミュニケーションなど多くの
場面で助けていただき，先生方には非常に感謝しております。
　実習は主に心臓外科の手術見学でした。朝 7 時から前日の引継ぎ，重症患者の状態や術前についてのカン
ファレンスに参加し，病棟業務を行った後， 8 時ごろから手術に向かうという実習でした。上述しました通
り， 8 部屋の手術室があるため自分の興味のある手術を選び見学をしました。適宜，昼食や休憩をとり，先
生方に講義をしていただきました。そして自分の納得がいくまで手術に参加し，下宿先に帰るという日々で
した。
　 4 週間の実習を通して約40件の手術を見学しました。先生方や看護師の方にお願いをして麻酔科側から間
近で手術を見学することができました。英語でコミュニケーションをとり，術野に入って助手をさせていた
だく経験もできました。また看護師や臨床工学技士の方も優しく，たくさん質問に答えていただいたり，解
説していただきました。
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　ダイナミックかつ繊細な手術に日々圧倒さ
れました。富山大学で見学したことのあるオ
フポンプ冠動脈バイパス術や大動脈弁置換
術，僧帽弁形成術では通常の開胸手術に加
え，低侵襲・小開胸手術（MICS）も行って
いました。経カテーテル大動脈弁植え込み術
（TAVI）では大腿動脈アプローチに加え，
心尖部アプローチも間近で見学することがで
きました。
　また手術症例も様々で補助人工心臓植え込
み手術や心臓移植も見学することができまし
た。弱っている心臓に新しいポンプ機能を植
え込み，あるいは新しい心臓を植え込み，人
工心肺から離脱し，再び心臓が拍動し始めた
瞬間は何とも言えない感動がこみ上げました。
　上述いたしましたように，単科病院であるため院内の心臓外科医はとても多いです。先生方が日々努力し，
切磋琢磨しておられました。また同学年のドイツ人の医学生と何度か同じ手術に立ち会うことがありまし
た。彼らは学生とは思えないほど助手としての役割を果たし，心臓バイパス術の際には大伏在静脈グラフト
の採取から閉創までこなしていました。なぜそこまでの技術力があるのか尋ねてみると，外科志望であるた
め休日のセミナーなどに積極的に参加しているとのことでした。やはり実力主義であるドイツでは先生方は
もちろんのこと，学生のうちから地道な努力を要するのだと感じ，より一層精進しなくてはと刺激を受けま
した。
ドイツ留学で見学した手術（約40例）
・僧帽弁形成術，置換術（MICSも含む）
・大動脈弁置換術（MICSも含む）
・三尖弁形成術
・Bentall手術，David手術
・弓部大動脈置換術
・無名静脈血栓除去術
・補助人工心臓植え込み（LVAD，RVAD）
・心臓移植
・左房粘液腫切除術
・冠動脈バイパス術（OPCAB，CABG，MIDCAB）
４ ．ドイツでの生活
　バードエーンハウゼンは落ち着いた治安のよい街でした。カルガモの親子が歩いているような自然があふ
れていました。
　宿舎は病院から徒歩10分ほどにあるペンションを用意していただきました。また，駅にも歩いていける距
離なので駅前の雑貨屋，飲食店，喫茶店などのお店で息抜きをしたり，近くにあるきれいな公園に行くこと
ができ生活に不自由はあまりありませんでした。
　ドイツ人の方は基本的に英語を話すことができるので，英語でコミュニケーションをとっていました。挨
拶やお礼などはドイツ語で話すように心がけていました。
　土日と祝日では実習は休みになるので鉄道を使って遠くに出かけました。海外ならではの文化や歴史に触
れることで学ぶことも多々ありました。
5 ．終わりに
　まず 4 週間の実習を終えて非常に大きな経験をさせていただいたという感謝の思いが募りました。学生で
お世話になった日本人の先生と
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あるにも関わらず，トップクラスの病院で恵まれたご支援の
下，心臓外科に専念することができるこのような機会はなかな
かありません。医学的な面での成長はもちろんのこと，人間的
にも成長できたのではないかと感じます。異国で生活するとい
うことは日本で何気なくこなすことができることも容易にはい
きません。そういった状況で生活することであらゆる場面を想
定し最善の準備をし，臨機応変に対応する力や自らの意見を主
張することの大切さを体感することができました。そして人生
において大きな自信につながる 4 週間になりました。このドイ
ツ留学は私にとって忘れられないかけがえのない経験です。今
後，どのような医師になりたいのか，意思が固まってきたよう
にも感じます。
　最後になりましたが感謝の気持ちを述べさせていただきま
す。まず，なによりもこのような機会を与えてくださった芳村
教授，深原准教授，横山先生をはじめとする第一外科の先生方
には大変感謝しております。ご多忙の中，留学先と連絡を取っ
ていただいたり，ご指導いただいたり先生方には感謝しつくせ
ません。
　そして実習先のNordrhein-Westfalen州心臓糖尿病センターの
Gummert教授をはじめとする先生方にも感謝の気持ちでいっぱ
いです。右も左もわからないような留学生にもかかわらず，英語
を通じて温かく指導していただき，貴重な経験をさせていただき
ました。生活面でも多くの助言をいただき充実した日々を送るこ
とができました。
　また日本学生支援機構をはじめ学務課の皆様のご支援のおかげ
で，不都合なく海外実習を行うことができ，非常に感謝しており
ます。
　これまでにこちらに実習された先輩方，そして交換留学生のド
イツ人学生にも多くの助言をいただきました。見知らぬ土地に行
くという不安は大きかったものの，多くの助言ははとても頼もし
く支えとなりました。ありがとうございました。
　この海外実習を最後まで成し遂げることに協力してくださった
多くの方々に深く感謝を申し上げるとともに，今後とも海外選択
制臨床実習が充実したものとなることを心から願っております。
最終日の手術室にて
院長室の入口に飾ってある絵画
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２0１8年海外選択制臨床実習報告書 
Herz-und Diabeteszentrum Nordrhein- Westfalen. (HDZ-NRW). 
Universitatsklinikum der Ruhr-Universitat Bochum
髙橋慶子
実習期間：2018年 4 月12日～ 5 月12日
１ ．はじめに
　私は海外臨床実習にてドイツのNordrhein＝Westfalen州心臓糖尿病センター（HDZ-NRW）に伺いまし
た。これはルール大学ボーフム校と富山大学第一外科との協定のもとに行われたプログラムであり，第一外
科の芳村直樹教授，深原一晃先生，横山茂樹先生を始めとする第一外科の先生方，および日本学生支援機構
のご支援のもとに行われました。
２ ．目的
　私は以前に一人で語学留学をしたことがあり，その時より海外の病院で実習をしてみたいと思う強い気持
ちがありました。今回の実習でも海外の病院に伺い，現地の医療に触れるとともに現地の医療従事者とコ
ミュニケーションをとることで知識や刺激を受けたいということが大きな目標でした。
　また自分はまだはっきりと志望科を決めていないのですが， 5 年次の臨床実習にて手術見学が楽しかった
こと，循環器系についての勉強に興味を持っていたことより，心臓移植や低侵襲手術などの見たことのない
手術を見学したいと思い，HDZ-NRWでの実習を希望させて頂きました。
３ ．準備
　 5 年生の 8 ， 9 月ごろに芳村先生のもとにお願いに伺うとともに学生間での取りまとめを行い，10月に英
語の履歴書を提出しました。その後飛行機の予約や滞在するペンションへの連絡をしました。
　またドイツ語については， 1 年次の第二外国語でも選択していなかったので一からのスタートでした。そ
のため友人の紹介で名執基樹先生にお話を伺ったり，旅行用の会話本を買って勉強しました。また第一外科
の横山茂樹先生よりドイツ語勉強用の教材を頂きましたので，そちらもかなり参照させて頂きました。しか
しながらやはり不安だったので英語の勉強も並行して行いました。
　残念ながら実践的に使えるまでには上達しなかったので（発音が難しく習得できませんでした），結局英
語で話すことが主になりました。前年度HDZ-NRWにて実習された都築光先輩より，心臓外科領域の単語の
日本語-ドイツ語-略語表（なんと先輩お手製です）をいただいておりまして，それが大変役に立ちました。
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４ ．実習の内容
　実習は主に手術室での手術見学を行いました。朝 7 時頃に集合し，モーニングカンファレンスに参加した
後，病棟回診を見学し， 8 時に手術室へ向かいました。およそ午前 1 件，午後 1 件の手術を見学することが
多く，空き時間にお昼ご飯を食べました。手術室は成人心臓用に 8 室，小児心臓用に 2 室あり，自分の興味
のある手術を選んで見学することができました。
　手術内容は富山大学附属病院でも見学したことのある冠動脈バイパス術や弁膜症に対する置換・形成術，
血管内手術から，補助人工心臓植え込みや心臓移植など初めて見る手術まで幅広く，とても刺激的な毎日で
した。また弁膜症やバイパス術に関しては低侵襲手術を行うこともありました。
　私は先生のご厚意により実習 2 日目から手洗いをして術野に入れて頂きました。勿論間近で手術を見るこ
とはとても刺激的でわくわくしますし，糸切りや縫合，鉱引きなど自分も手を動かして参加させて頂けたの
はとても勉強になりました。それに加えて麻酔科の先生，技師さん，看護師さん達がフレンドリーに話しか
けて下さり，とても丁寧に教えて下さったので，外で見学しているのもとても楽しかったです。印象的だっ
たのが，技師さんに心筋保護液について質問した時に保管部屋まで連れて行ってくださり説明してくださっ
たことです。実習後半にもなれば多くの顔見知りができ，たくさん声をかけて頂きました。
　また執刀医の先生方も時間に余裕があれば質問に答えて下さいましたし，積極的に質問をすることで次の
手術で術野に入りなさいと言って頂いたこともありました。ルール大学などから学生が実習に来ることもあ
り，手術や検査，患者さんの病歴などについて教えてもらうとともに，彼らの知識や手技が自分よりもかな
りハイレベルで刺激を受けました。
　全体的に積極的に発言や質問をしていくことで学んだという印象です。しかし様子を伺いつつあちらの負
担にならないように気をつけていました。
5 ．現地での生活
　平日のお昼ご飯は主に病院のカフェテリアを使用しました。日替わりのビュッフェ形式で，選ぶのが楽し
かったです。
　実習は手術が終わり次第終了でした。緊急で大動脈解離の患者さんの手術が入ったときは21時ごろまで病
院にいたりしましたが，そうでなければ16,17時頃に帰ることが多かったです。実習後は散歩してみたりスー
パーに行ったりしていました。また日本人の先生が観光スポットを紹介してくださったり，ご家族とともに
お出かけさせていただいたこともありました。ドイツの小学校，中学校，音楽学校などの内部に入れたのも
良い思い出です。
↑病院の屋根には心臓を模した風見鶏がありました。
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　また土日は毎週遠くの街まで出かけました。ドイツでは日曜日は大多数のお店がお休みなので，買い物は
平日に済ませておき土日は都市部や観光地にお出かけすると良いと思います。せめて食事だけでも目途をつ
けておかないと本当に食べるものがないです。
6 ．全体を通しての感想
　毎日たくさんのことを学び，刺激を受け，とても楽しくそして充実した実習となったと思います。しかし
当初は「沢山の人のお陰でここまで来れたんだから何か成し遂げないと！」という思いがあり，とても肩に
力が入っていました。同時期に環境の変化により体調をやや崩し気味だったのですが，「自分のやりたいよ
うにやろう」と吹っ切れてからは思い切り積極的に動けるようになったと思います。
　海外の病院と日本の病院の違いや心臓移植などの高度な医療について学んだこと，海外の医療従事者とコ
ミュニケーションをとれたこと，そして積極的に行動する大事さを学んだこと。今回の実習からは多くのこ
とを学び，そして身に着けることができたと思います。その中にはまさにこの時期，研修医として働きに出
る前であり一通り臨床実習を回った後であるからこその学びもあり，やはり海外臨床実習に出てよかったと
心から言えます。
　しかし個人的に，もっとドイツ語を勉強すればよかった，基本的な外科知識や手技を身に着けておけばよ
かった，などの反省点もあり，良い実習ではあったけれど個人的な努力でさらに良くできたのではないか，
との思いもあります。その点では，楽しかったけれど悔しさも残る実習となったと言えます。同じ留学はも
う二度とできませんが，今後もし海外の病院に行く機会があれば，次こそ悔しさの残らない留学としたいで
す。
7 ．後輩の皆さんへ
　まずは私の報告書に目を通して頂いてありがとうございます。
　ここまで読んでいただいてお分かりかと思いますが，私はこの実習を本当に楽しみましたし，行ってよ
かったと心から言えます。行きたいと少しでも思うのであれば，その背中を力いっぱい叩いてあげたい気持
ちです。
　しかし不安や迷いを感じている方もいらっしゃるかと思います。私はあまりそういった気持ちがなかった
ほうなのですが，一つ言えるのが，もし貴方が行きたい！と声を上げれば，助けてくれる人や協力してくれ
る人が必ず現れるということです。私は計画的に行動するのが苦手なのでこのような言葉になってしまいま
したが，昨年度の都築先輩の報告書には計画的・理論的に行動する人の言葉が載っているので，是非参照し
てみてください。
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8 ．おわりに
　心から感じるのが，この実習がいかに多くの人々のご協力あってのことかということです。第一外科の先
生方やHDZ-NRWの先生方には大変にお世話になりましたが，ほかにも実習前の準備や心構えとして富山大
学の名執基樹先生，井ノ口馨先生，廣田弘毅先生，森田恵子先生にお話を伺いました。中でも森田先生は現
地に着いてからもご連絡をくださり，ご自身の留学時代のご友人を紹介していただき誠にお世話になりまし
た。
　お世話になりました全ての先生方，看護師さん，技師さん，家族や友人，そして行動をともにしてくれた
江部里菜さんへ，心からお礼申し上げます。ありがとうございました。
　これを読んでいる後輩の皆さんが，海外・国内を問わず良い体験ができることを願っております。もし何
か力になれることがありましたらいつでもご連絡ください。
２0１8年海外選択制臨床実習報告書 
Charite medical university hospital
村田憲保
【目的・動機】
　私は脳外科医局の黒田教授に紹介していただき， 4 月の初旬から 3 週間，ドイツの首都ベルリンにある
シャリテ大学病院の脳外科にて留学させていただきました。
　そもそもなぜドイツに行くことにしたかというと，一番大きな想いとして「海外の病院に行ってみたい」
というものがあったからです。その上で外科で脳外科に最も興味があったため，紹介していただいてシャリ
テ大学に行くことに決めました。将来的にも，可能ならばなるべく若いうちに海外で働いてみたいとも考え
ており，その試金石といった目的もありました。
　それ以外には特に強いこだわりもあるわけではなく，他の海外実習をした方々と比べると軽い動機かもし
れませんが，直観に身を任せて行ってみて良かったと思います。
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【準備】
　教授に相談させていただいたのは 9 月初旬頃だったと思いますが，シャリテ大学病院はおそらく他の病院
より時間と手間がかかるので，話は早ければ早いほど良いです。遅くても夏には話をある程度進めておいた
方が良いでしょう。
　流れとしては，海外実習の希望日程を決定した上で先生に相談に伺い，シャリテ大学の脳外科の教授と秘
書さんをメールで紹介してもらいます。その後秘書さんと必要な書類をメールにて添付してもらい，記入し
てからメールで返送，という流れです。同時に秋頃にアドバンスで海外実習に行く生徒はどのターム（ 1 ～
3 ）にするかを決定しておく必要があります。
　航空券，現地の宿，VISA（のようなもの），履歴書，抗体価証明，各種書類は全部自分で手配することに
なります。 2 ヶ月くらいかかると思っておきましょう。
　渡航費用はドイツのみだと25日間くらいで30万でした（航空券が往復で13万，宿代が 7 万，食費が 5 万，
その他に 5 万）。まともな航空券と宿泊場所を利用するなら，基本的に40万はかかると思います。先輩の中
には 1 ヶ月で70万かかったという方もいるので，旅慣れていたり現地で遊んだりすることによる誤差も各自
で考慮してください。
【実習内容】
　実習内容は 9 割がオペ見学でした。 1 割が病棟で採血などです。毎朝 7 :30から15:00くらいまでといった
感じでした。休憩や自主学習は自主的に行動し，さらに自発的に交渉することで救急や外来に行くことも可
能なようでした。脳外科では様々なオペが毎日10件程度あるので，毎回見たことのない症例を選んで見学を
させていただきました。病院には日本人の先生はいませんでしたが，先輩が行ったときはいらっしゃったら
しく，運次第だと思います。
【振り返ってみて】
　実習を振り返って思うことは，オペも勤務姿勢も制度も良くも悪くも合理的だということです。これは想
像はしていたことでしたが，やはり実際に見てみることで，よい経験となりました。そして若手の医師や学
生に任せられる比重が大きいとも思いました。ヨーロッパでは医学部は日本と同様に 6 年制なのですが， 5
年生の最後に国家試験のペーパーテストのようなことを済ませてしまいます。 6 年生ではひたすら実習をす
るので，日本での初期臨床研修の内容を 6 年生の実習に凝縮している感覚でした。
　またドイツと比較することで，日本（富山大学）の医療技術の高さや機材の充実，管理能力の高さを感じ
ることができて良かったです。
　同時に，ドイツの他の病院で活躍しておられる日本人先生とお話しする機会があり，海外で活動するとい
うことの意義と困難さ，私に足りていないもの，日本の医療のメリットとデメリットなどもお聞きできまし
た。様々な面において，有意義な経験になっとことは間違いありません。
【海外生活について】
　私は基本的にホステルを転々としていました。ドイツの首都，ベルリンの中心地ということで，生活面に
おいて困ることは何もありませんでした。食事に関しては，割高で味はイマイチといった風なので，毎日ケ
パブにお世話になりました。週末にはオランダ，チェコなどにも行くことができましたが，自分はドレスデ
ン，フランクフルトなどドイツ国内を回りました。
　反省点としては，2 週目に非常に体調を崩してしまったこと。体調管理はもっとシッカリするべきだった。
【感想】
　今回の留学ではいろんな経験ができたが，主に気づかされることが多かった。中でも，いろいろな意味で
の自分の力不足や準備不足に気づかされた。
　まずは語学力の拙さ。そして医学英語の能力の低さだった。日常会話レベルの英語力では，旅先やお店や
宿でコミュニケーションを取る分には問題なかったが，病院内では別。毎年たくさんの外国人留学生（英語
はもちろんペラペラ，ドイツ語も勉強している）が来る中で，拙い英語ができる程度の自分では，仕事とし
て病院で時間を使っているドクターたちとまともなコミュニケーションも難しかった。
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２0１8年海外選択制臨床実習報告書 
Montreal General Hospital | McGill University Health Center
吉山慶太
実習期間：2018年 1 月29日～ 3 月 9 日
実習先：マギル大学モントリオール総合病院
１ ）はじめに
　私は海外臨床実習としてカナダのケベック州に
あるモントリオール総合病院へ伺いました。この
プログラムは，富山大学第一外科との協定によ
り，第一外科の芳村直樹教授，本間崇浩先生をは
じめ多くの先生方，また日本学生支援機構のご支
援の下に行われました。
２ ）目的
　この実習の目的として，日本の医療と海外との
違いについて実際に経験してみること。
　次に，言語や文化にふれ，自分の見識を広げることでした。私は言語に自信があったわけではないので英
語圏で多民族国家であれば，気兼ねなく受け入れてもらえるのではないかと考えマギル大学モントリオール
総合病院を選択しました。
３ ）準備
　 5 年生の 9 月に，選択実習について学生間での取りまとめがあり，その際に本間先生から海外留学のこと
について聞き，お願いして先方に問い合わせしていただきました。その後の準備としては，英語で履歴書の
作成，ワクチン接種歴の提出，現地での宿舎の用意，パスポートの更新，航空券の購入などを行いました。
　英語に関しては，まず聞きなれるために映画を英語字幕でみたり，「How to Talk」というアプリで海外
の方とコミュニケーションをとったりして英語に触れる機会を増やしました。また，履歴書作成や宿舎の準
備でも英語で行うので，そこでも鍛えられると思います。
　フランス語に関してはあいさつ程度で十分だと思います。ただ，公共交通機関や標識はフランス語表記
だったので，もう少し勉強しておけばよかったと後悔しました。
　実習のために呼吸器疾患にについて勉強したり，本間先生からいただいた「マギル胸部外科研修クイック
マニュアル」も参考になるので，目を通しとくことをお勧めします。
　次に，自分の夢や将来の進路に対する準備の拙さ。シャリテの若い医師や学生は皆，自分なりの方向性を
もって行動していた様に感じた。トップの国立大学大学の医学部なので当然なのかもしれないが，今の自分
の姿勢を正す良い機会になったと思う。
　海外のトップの病院や医師の雰囲気や制度について雰囲気を感じてくることと，同世代の医学生との交流
によって，他国の医学生がどのようなことを考えているのかを知ることができるといった意義があったよう
に感じた。
【最後に】
　このような貴重な経験を積ませていただき，教授や先生方，大学や両親に深く感謝いたします。残る学生
生活は勉強をして医師になるだけですが，その先を見据えて邁進していきます。ありがとうございました。
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４ ）実習内容
　実習はむこうのレジデントチームの一員として，現地の医学生とともに毎日 6 ：30から病棟回診を行い，
9 ：00から手術室へ。基本的に術野での見学となり，日本ではさせてもらえないようなことをやらせても
らったり，自分からやりたいといえば丁寧に教えてもらえます。
　また，術野の外で見学する際は麻酔科の手技を見学したりと，自由に動き回ることができます。手術は 1
日 2 ～ 3 件ほどあり，手術室は 2 つあるので自分の好きな方を見学することが可能です。また手術時間が長
くても，お昼時には昼食に行くことができ，戻ってきたら再び術野に戻ることができます。
　現地では呼吸器疾患のほかにも食道癌の胃管再建やHeller手術など心臓以外の胸部疾患を取り扱っていま
した。また，肺葉切除術では胸腔鏡手術よりも側方開胸で行うことが多いように感じました。
　手術中に私の英語力に合わせて質問してくださったり，今何をしているのかを絵描いて説明してくださっ
たりと，コミュニケーションを沢山とってくださりと邪険に扱われることは一度もありませんでした。
　金曜日だけは手術がなく，午前中は病棟業務or外来，午後にカンファがあり，英語力があれば，カルテを
書いたり，外来見学で実際に問診をとったりすることができたのですが，私の英語力ではそこまでできず
もっと勉強しておくべきだったと思いました。
5 ）現地生活
　食事は病院のカフェテリアやレストランなどを利用し，朝食は向こうの方にごちそうになることが多かっ
たです。アパートの近くにはスーパーがあったり，大学近くにはモントリオールダウンタウンという繁華街
があって夜は自炊したり，フードコートに行ったりと何を食べるかで悩むくらい選択肢がありました。
　また，私は冬に行ったので，−20℃まで気温が下がると聞き，防寒対策を完璧にしていきましたが現地で
はSTMという地下鉄とバスが発達していて外に出ることがほとんどないまま簡単に移動することができ，
McGill駅からBonaventure駅周辺にかけては世界最大の地下街が広がっているため，半袖短パンでも過ごす
ことも可能でした。大体お店は19時～21時には閉まってしまうので，買い物などはそれまでに済ませて，ア
ルコールが飲みたければバーなどに行って夜遅くまで楽しむことが可能です。
　町並みは北米のパリと称されているようにどこかヨーロッパのような雰囲気があり教会や美術館がたくさ
んありました。また，現地ではアイスホッケーが盛んで，試合観戦をすることはもちろん，いろんなところ
にスケートリンクがあり道具を借りれば，スケートをすることができたり，国際免許を取っていれば車を借
りて，スキーを行うこともできたりといろいろな過ごし方があると思います。
6 ）感想
　行く前は，人生で初めての海外生活に期待と不安でいっぱいでしたが，実際に行ってみると自分の想定以
上の困難や楽しみがありとても濃い 6 週間となりました。今までイメージでしかなかった海外の暮らしや文
化，現地の人々との交流など，驚かされることばかりで私にとってかけがえのない経験になったと思います。
海外については色々な媒体で見聞きすることができ，日本にいても現地のことを知った気になっている人も
いますが，実際に経験することでしかわからないことが多々あり，今までの人生の価値観が大きく変わりま
した。
7 ）後輩へ
　ここまで書いてきたことは，私が体験して感じたことであって，海外留学とはこんなものなんだと思うの
はもったいないと思います。もし，少しでも興味があるなら，後先考えずまず飛び込んでみる勇気が一番大
切です。後のことは，その時になってからでも何とかなるので，後悔のない選択をしてください。
　また，実際に挑戦することになった人へのアドバイスとして，準備はしてもしすぎることはありません。
私の唯一の後悔は，もっと準備をしておくことでした。軽い気持ちで準備をしてしまったために現地で無駄
なお金や時間を使ってしまったり，コミュニケーションでもどかしい思いをすることがあったりしました。
なので，実習疲れや国試対策などで手一杯とは思いますが，しっかり準備することで経験を何倍にも増やす
ことができるので，この先のためにひと頑張りしてみてください。
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２0１8年海外選択制臨床実習報告書 
University of Glasgow
橋本晴子
【はじめに】
　この度，平成29年度医学教育振興財団による「英国大学医学部における臨床実習のための短期留学」に参
加し，2018年 3 月 5 日～28日までスコットランドのグラスゴー大学にて 1 カ月間の臨床実習研修に参加させ
ていただきました。振り返ると情熱あふれる先生方，素晴らしい友人に囲まれた中，英国でしか学べないこ
とを吸収しようと毎日が学びの連続でした。今回の留学で得た経験を通じて私が感じたこと，考えたことに
ついて報告させていただきます。
１ ．留学まで
　私は，前職で医療政策の調査・研究活動を行っていましたが，仕事を通じ国内外のGeneral Practitioner
（GP）の話を聞く機会があり，地域住民の疾病予防，治療，ケアを継続的に実践するGPの仕事に魅力を感じ，
医学部に進学した経歴があります。そのため，GPが制度として確立している英国の医療制度について実際
に現地に行って学びたい，という思いが強くありました。医学教育財団による英国への短期留学の機会があ
ると知り，IELTSの試験を 4 年次より受験し，運よく合格通知をいただき，グラスゴー大学に 1 カ月間派遣
していただくことになりました。
　実習では，1. 英国と日本の小児医療の比較，2. 小児消化器疾患の病態生理の理解，3. General Practitioner 
（GP）を制度として確立している英国の医療制度について理解を深めたい，という 3 点を目的として実習
に臨みました。
２ ．実習内容
2 - 1 ．The Royal Hospital for Children, Glasgow
　私 は，2015年 に 開 院 したばかりのスコットランド 最 大 の 小 児 病 院，The Royal Hospital for Children, 
Glasgowにて小児科の実習をさせていただきました。約250床をもつ当病院はスコットランド西部の小児の
3 次医療，また90万人の居住者がいるGreater GlasgowとClyde地区の 2 次医療を担っています。当病院に
8 ）おわりに
　私は現地では一人で生活をしていましたが，決して自分だけで実習をしていたわけではありません。月並
みな言葉になりますが，本当に多くの人に支えられてこの実習ができたんだと感じました。
　まず，この貴重な経験をする機会を与えていただいた第一外科の芳村教授，本間先生にはご多忙にもかか
わらず多大なご協力をしていただき，心より感謝申し上げます。
　また，準備にあたっては医学英語でお世話になった木村先生や友達の協力がありました。現地では
Dr.Ferriのもと多くのスタッフにあたたかく迎え入れられ，McGill大学の学生とも交流することができまし
た。
　そして何より，海外留学を快く受け入れ，金銭的な心配はいらないと言ってくれた家族には本当に感謝し
ています。
　たった一人の実習ではありましたが，これまで以上に人とのつながり，支えを感じた 6 週間になりました。
この海外実習に携わってくださった方々には，重ね重ね感謝申し上げます。
　とりとめのない文章になってしまいましたが，海外実習を志す方々の参考になれば幸いです。今後も選択
海外実習が実りあるものになるよう心から願っています。
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は小児の全ての専門科がそろい，教育病院としての役割も担っています。グラスゴー大学の医学生向けの臨
床講義も開かれており，また，医師対象の教育カンファレンスにも基本的に自由に参加することができまし
た。
2 - 2 ．小児科実習
　担当教授のDr. Richard Russellは消化器科の専門家であり，消化器科での実習が大半を占めましたが，
個々の希望に応じ，他科の実習も調整していただきました。Dr. Russellは大変細やかな先生で，毎日のよう
に外来で見た疾患に関する論文，カンファレンス情報等を送ってくださり，大変充実した実習を送ることが
できました。
［小児消化器科］
・Clinic（外来）
　実習初日は，Dr. Russellが院内の案内をしてくださった後，外来見学から始まりました。一般消化器科外
来には，GPの紹介状を携えた様々な疾患の患者さんが訪問されていました。Dr. Russellは患者一人に対し
20分ほどかけて丁寧に問診，診察していらっしゃったのが印象的でした。PCは診療前に検査結果を確認す
る際に用いるのみで，診療中は患者さんにしっかり向き合い，患児や両親と話すことに集中していらっしゃ
いました。診療が終わると診療の内容をGPに対する返書の形式で録音しており，後で医療秘書がタイプす
るということでした。診療時間は医師にしかできない仕事に集中する，というスタイルが印象的でした。 2
日目以降は一般外来のみならず，炎症性腸疾患（Inflammatory bowel disease：IBD）や肝移植患者の専門
外来も見学させていただきました。術後外来には，肝移植後や，胆道閉鎖症に対する葛西手術後の患者が多
く来訪され，中にはアラジール症候群など稀少疾患の患者さんもいらっしゃいました。外来中は腹部診察を
したり，鑑別，必要な検査等について先生より質問いただいたりと，有意義な時間を過ごしました。
・Ward（病棟）
　病棟では，朝，研修医が入院患者のプレゼンをした後，上級医，研修医のチームで回診をする形式でした。
病棟には，クローン病，ヒルシュスプルング病，嚢胞性線維症（cystic fibrosis: CF）による消化器疾患な
ど多様な疾患の患者さんがいらっしゃいました。
・チームミーティング
　医師，看護師，ナース・プラクティショナーが
参加するIBDミーティングに参加しました。これ
は，30名余りの外来患者に対し，医師とナース・
プラクティショナーが協力し合い，一人一人の疾
患マネジメントの課題，解決策を話し合う場でし
た。IBD専門のナース・プラクティショナーは患
者教育，服薬指導，外来のスケジューリング等を
行っており，彼らは全ての患者を把握し，病態の
改善に向けて積極的に看護ケアについて発言して
いました。英国では処方箋を出す資格を得た看護
師もいると聞き，その専門性の高さに驚きまし
た。外来の効率化とケアの質の向上のために，
ナース・プラクティショナーの役割の大きさを感
じました。
2 - 3 ．General Practitioner （GP）見学
　私はかねてより英国の医療制度に関心があり，現地のGPがどのような役割を果たしているのか知りたい
と考えたため，Dr. Russellに特別にお願いし，GP見学の日を 1 日設けていただきました。訪問したのは，
グラスゴー北西郊ClydebankにあるNational Health Service （NHS） Scotland運営のクリニック，Red Wing 
Medical Practiceです。
Dr. Richard Russellとチームミーティングの様子
学生海外研修レポート 73
　 午 前 中 の 一 般 外 来 で は，GPのDr. Alison 
Wilding につき，約20名の予約患者を問診，診察，
診断を見学させていただきました。患者は咳を訴
える小児，胸痛が主訴の高齢者，うつ病疑いの若
者，乳児健診など多岐にわたっていました。また
クリニックへの訪問が難しい患者には電話診察
し，必 要 に 応 じて 往 診 を 行っていました。Dr. 
Wildingいわく一人にあてる診察時間は平均10分
程度ということでした。患者も長年Dr. Wilding
を知っている様子で，和やかな雰囲気の中，診察
が行われていました。昼食後は別の医師につき，
午前中の電話相談で往診が必要と判断された患者
の 訪 問 診 療 に 同 行 しました。 最 後 に，Dr. 
WildingにどうしてGPになったのですか，と聞いたところ，「病院での仕事もとても興味深かったけれど，
やはり地域に根差し，子供から大人まで継続的に診る仕事にやりがいを感じたので。」とおっしゃっていま
した。患者と強い信頼関係を築いているDr. Wildingの診療の様子は，自分の将来のお手本にしたい，と思
わせるものでした。
３ ．週末
　私は英国の小児緩和ケアについて知りたいと考え， 1 日お休みをいただき，ブリストル王立小児病院の
Francis Edwards氏を訪問し，病棟の見学をさせていただきました。Edwards氏は英国の小児緩和ケアに積
極的に取り組まれている看護師で，日本での講演会の記事を読んでから一度お会いしたい，と考えていまし
た。
　Edwards氏にはブリストル王立小児病院内を回りながら，緩和ケアをどのように進めていらっしゃるの
か，お話いただきました。Edwards氏の言葉の中ではっとさせられたのは，「緩和ケアは場所ではなく，人々
の心の中のphilosophyである」という言葉でした。より良い緩和ケアの提供には，緩和ケアに適した環境や
施設を作ることよりも，緩和ケアに関わる多職種が同じ志をもち，それぞれの立場でより良いケアの提供の
ために関わることが重要，ということでした。より良い緩和ケアを広げていくためにはどこにもマジックは
なく，より適したケアとは何か，患者や家族，看護師やケアワーカーなどのスタッフ達と対話を重ねる地道
な取り組みが必要なのだ，と理解しました。Edwards氏との対話を通じ，よりよいケアを広めていくために
は，まず自分が先導者となることの重要性を感じました。
４ ．最後に
　今回，グラスゴー大学での臨床実習に参加し，英国と日本の医療制度の違いを知り，欧州で発生頻度の高
い疾患の理解，英国にて発展している小児緩和ケアのあり方等を学ぶことができました。研究，地域医療，
緩和ケアなどそれぞれの領域で情熱をもって取り組んでいる英国の医師との出会いを通じ，日本以外の医療
のあり方を知り，国境を越えた俯瞰的な視点をもつことができた点が，自分にとって大きな収穫となりまし
た。もし，医学教育振興財団による短期留学に関し，質問などありましたら，個別にご連絡いただければ幸
いです。
（橋本　晴子　haruko.sugiyama@gmail.com）
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２0１8年海外選択制臨床実習報告書 
Henry Ford Hospital and University of Leeds
鈴木裕紀子
１ ．実習の日程
　大学の選択臨床実習の第 3 タームの 7 週間のうち，最初 3 週間は第二外科・藤井教授のご紹介で米国のヘ
ンリーフォードホスピタル（Transplant Surgery, Surgical Oncology）でVolunteer（Observation），残 り
4 週間は日本医学教育振興財団（JMEF）の派遣で英国リーズ大学（Gynaecology, Obstetrics & Sexual 
Health）でVisiting Elective Studentとして実習させていただきました。
２ ．応募までの準備
＜勉強に関して＞
・JMEF学内選考対策：大学の試験の勉強
・IELTS：大学 2 ， 3 ， 4 年時に 1 回ずつ受けました。締め切り前に挑戦するか迷いましたが，実習や他の
プログラムの準備で勉強時間が確保できずTotal 7.0の結果を提出しました。IELTSの勉強は『IELTS 9  
（CAMBRIDGE）』『Writing Skills （MACMILLAN）』『Speaking for IELTS （Collins）』を使いました。
・医学英語：USMLE　STEP 1 の勉強
３ ．出国前準備
・リスニング対策：CNN, PBSなどのニュース，Leedsのラジオ，海外ドラマ
・問診やプレゼンテーションの練習：医学部生対象の臨床医学英語Workshop等の参加
（VIA Medical Exchange and Discovery Program（San Francisco）, Medical English Workshop, Hawaii 
Tokai International College（Hawaii）　等）
４ ．実習
4 - 1 ．米国　
　移植外科では毎朝 6 時に病棟集合で，Nurse Practitioner
とResident，現地の医学生と共に引継ぎに参加しました。そ
の後Residentと医学生で患者の割り振りをし，各自担当患者
さんの診察をした後でカルテを書いたり指示を出したりと業
務をこなしていましたその後 9 時にFellowやAttendingと共
に，全員で回診し治療の内容等を確認するという流れでし
た。私は最初の数日間は医学生の診察に同行させてもらって
いたのですが，やがて担当患者さんを分けてもらい，診察や
プレゼンを行うようになりました。とは言っても，カルテは
見られないため，医学生やレジデントが診察に行っている間
カルテをお借りしてデータをチェックし，指導医へのプレゼ
ン前に一度医学生やResidentに確認をしてもらっていました。
　回診の後は，MDT（Multidisciplinary Team）カンファレ
ンス （肝移植チームと腎移植チームに分かれている）に参加
することが多かったです。移植ミーティングは，上級医・薬
剤師・PAが同じテーブルに座り，それをレジデントや管理
栄養士，病棟看護師が囲む形で行われており，皆対等な立場
で専門家として自分の意見を積極的に述べているのがとても
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印象的でした。手術はMDTカンファレンスの後にあれ
ば見に行くか，朝からあればそちらを優先して見学させ
ていただいていました。
　手術に関しては肝臓移植・腎臓移植を見学させていた
だきました。小腸移植も行うとのことで，私が米国入り
する 1 週間前に手術があったそうです。
　亡くなった方の肝臓をいただく際に同行させてもらっ
たり，DNARでチューブが外される瞬間に立ち会わせて
もらったりと，日本では遭遇しなかったseriousな場面
を経験することができました。
　また，真夜中から早朝までかかって肝移植手術がなさ
れたのにすぐ再手術となり，その術中に心停止し亡くなってしまった症例や，移植後すぐ状態が悪くなって
まもなく亡くなるだろうという告知がされた症例を経験し，移植外科の大変な一面も知ることができまし
た。さらに，厳しい現実を患者や家族に伝えなければならない場面に立ち会わせてもらった際は，医師とし
ての振る舞いを勉強させていただきました。
　米国では，米国の医療を学んだほか，医師としての労働環境やキャリア形成を知ることができました。ま
た，衝撃的だったのはやはり医学生のレベルの高さとそれを支える徹底した医学教育でした。できればもう
少し早くこの差を感じていたかったなと感じました。
4 - 2 ．英国
　産婦人科のローテーションは，Leeds General Infirmary （LGI）とSt. James University Hospital （SJUH）
のtheatre，out-patient clinic，ward等を一通り見られるスケジュールになっており毎日違う体験ができま
した。ただ，毎回初対面の人たちと人間関係を築いて何かやらせてもらうようお願いするのに想像以上にエ
ネルギーを使いました。最終週はSupervisorのDr. Ciantarにお願いしてGeneral Surgeryを回らせてもらい
ました。 
＜Gynaecology, Obstetrics & Sexual Health＞
Delivery Suite
　Delivery Suiteは約10人強のmidwifeやmidwife見習いの学生約20人が日勤・夜勤体制で常駐しており，こ
こでお産が行われていました。この週はmidwifeについて経膣分娩を見学したり，産婦人科医について帝王
切開（以下CS）や頸管縫縮術の見学をしたりしました。印象に残っているのはmidwifeの権限の大きさと手
術室の様子です。日本と違い英国のmidwifeはforcepsを使わないお産全般を扱うことができます。そのため
お産はmidwifeが主体で行われ，複雑な症例には医師が立ち会っていました。手術室について驚いたことは，
パートナーが手術室に入れること，術野に入る人以外はマスクを着けていないことです。パートナーが手術
に入ることは，妊婦さん・パートナーの不安の軽減につながり，赤ちゃんへの愛着形成の面でも良い効果が
あるように感じられました。
産科外来見学
　 最 も 印 象 に 残 っ て い る の はFGM clinicで す。Female 
Genital Mutilation （女性性器切除）のことで，アフリカや中
東からの移民や難民の多い英国では避けては通れない問題の
ようです。医療者がこの問題を知ることは，技術面・精神ケ
アの面で非常に重要です。外来では，midwifeがいつ，どの
ようにして性器切除が行われたかを詳しくきき，FGMが妊
娠や出産に及ぼす影響について説明していました。FGMは
アフリカだけでなくマレーシアやインドネシアなどイスラム
圏を中心に行われており，時期や方法も異なるようです。ま
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た，性器切除の程度は 4 つのグレードに分類されており，その判断のため身体診察が行われました。毎回
midwifeが「彼女（私）は日本から来た医学生で，日本ではFGMの人を診る機会はないみたい。勉強のため
に彼女も診察に加わっていいかしら？」と訊いてくれたお陰で私も診察させていただくことができました。
切除された箇所や縫合された部分は瘢痕化していて分かりづらかったのですが，彼女はすぐにグレードを見
分けて患者さんに説明していました。英国では性器切除を受けさせることも，性器切除を受けさせるために
母国に帰国することも違法とされていますが，その法律を知らない人や，自分自身の身体にFGMの影響が
出ていないため娘に受けさせてしまった女性もいて衝撃的でした。 また，診察では生々しく信じがたい話
が出てきて，FGMの意味さえ知らなかった私はかなり混乱しました。しかし，これから私が出会う患者さ
んにFGM経験者がいる可能性はあり，この問題を知れたことは幸運だったと思います。辛い話を聞かせて
くれ診察までさせてくださった患者さん，そして私に勉強の機会を下さったmidwifeに感謝しています。
＜General Surgery＞
　 4 週目初日に外科を見学させてもらうため朝 8 時前にSurgical Assessment Unit （SAU）に行きました。
偶然自己紹介したのがUpper Gastrointestinal（UGI） teamの Junior Registrarで，彼女のお陰でUGI team
の回診に同行できました。UGI teamはConsultantとSenior RegistrarとJunior registrarからなる 3 人のチー
ムで，外科を見たいというお願いを快諾してくださいました。英国の中でも急性期外科疾患の搬送件数が
トップレベルのこの病院で，忙しいながらも非常に充実した日々を送れたので，外科を回らせていただいた
ことには心から感謝しております。
　朝回診は 3 つの建物のあらゆるところを回らなければならず，移動のために回診に時間がかかり，手術の
開始が午後になってしまうそうです。特に 4 日目はUGI teamがSAUや紹介患者，他チームの患者の回診を
担当する日で，回診に 4 時間以上かかりました。私の仕事は，各病棟に着き次第，担当患者のカルテをカー
トに乗せ，回診順に並べて回診記録のページに“Date, Time Ward round, Mr. Hayden”を記入することで
した。患者が多い病棟では準備が追い付かず，先生の診察をあまり見られませんでした。それでも，面白そ
うな症例の時に先生の診察が見られるように工夫しました。
　初日と 3 日目の午後はSAUに行ってSenior Registrarの診察を見学したり，彼が雑務をしている間を見計
らって待合室も患者さんの問診と身体診察をさせてもらったりしました。
　SAUでの問診の際はカルテのSAU Assessment sheetに，主訴や既往歴や家族歴，薬剤歴，アレルギー，
胸部・腹部の身体診察の結果，さらに鑑別診断やプランを記入します。電子カルテで登録されている既往
歴・薬剤歴・検査結果については，他の人にログインしてもらって確認するようにしました。SAUは極め
て忙しく，ためらう暇なく作業を進める必要がありました。私は見学だけでなく，実際の診察にコミットで
きて，とても楽しかったです。
　他の日の午後はオペに入らせていただきました。小腸穿孔疑いの緊急オペに手洗いして入ったり，腹腔鏡
下胆嚢摘出術ではカメラ兼肝臓持ち係として第一助手をさせていただいたりと，外科志望の私にとって
theatreでの経験はとても嬉しく忘れられない思い出です。
＜生活＞
　寮はSJUHキャンパスの端，スラム街と壁一枚隔てたところにあり， 2 人用のシェアハウスがいくつか並
んで建っており，JMEF派遣生の女性とのシェアハウスでした。
　生活で一番困ったことは寮にWi-Fiがなかったことです。奨学金申請や学会準備で日本とのやり取りが必
要だった上に，オンラインの問題集で勉強していたため，Wi-Fiを求めて実習前後は食堂で作業していまし
た。ちなみに寮には勉強机もなかったです。
5 ．アドバイス
・留学の目的と目標を予め自分で決めて留学の準備をすること。
・挨拶。
・毎日実習の終わりにお世話になった人に感謝の言葉を伝えること。
・準備から帰国までの健康管理に最も気を使いましょう。
・当てにしていた奨学金がもらえないこともあるので資金調達も計画性を持っていた方がいいかもしれない
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です。
　この体験は私の人生にとってかけがえのないものになると信じております。お世話になった皆様に心から
御礼申し上げます。
　質問等ございましたら，気軽にご連絡いただければと思います。
２0１8年選択制海外臨床実習報告書 
Henry ford Hospital
藤本貢輔
１ ．はじめに
　今回，2018年 5 月13日から 6 月 3 日までの 3 週間，選択制海外臨床実習としてアメリカのデトロイトにあ
るHenry ford Hospitalで実習をさせて頂きましたので報告致します。
２ ．準備
　デトロイトでの実習が決まったのは，2017年 8 月でした。もともと海外臨床実習には興味があり，先輩方
の報告会でお話を聞いたりしていました。さらに 5 年生になりポリクリとして実習を行っていく中で，海外
の医療は日本に比してどうなっているのか，と興味を持つようになりました。またポリクリで第二外科をま
わっていたときに外科手術に大変興味がわき，そのような経緯で第二外科の藤井努教授に選択制海外臨床実
習のご相談をさせて頂き，Henry ford Hospitalの長井俊志先生をご紹介頂きました。その後，長井先生と連
絡を取り合いながら日程やローテートについて細かくご相談させて頂き，ワクチン接種書類と在学証明を提
出し，病院の敷地内にある寮に入る手続きを進めました。また，Henry ford Hospitalには日本人の先生が麻
酔科にもいらっしゃるということで，麻酔科での実習も決まりました。
３ ．病院について
　Henry ford Hospitalは877床で1200人もの医師がいるとても大きな病院でした。また，デトロイトにある
ウェイン州立大学の医学生を実習生として受け入れており，彼らと交流することも出来ました。私はあくま
でも見学者としての受け入れでしたので，職員バッジをもらうことが出来ず，入れないドアや使えないエレ
ベーターがあって大変なこともありましたが，先生方にとても優しく対応して頂きました。手術室は32室あ
り，年間で12000件以上の手術が行われているということでした。
４ ．実習内容
　 1 週目は長井先生にご指導頂き，移植外科での実習でした。朝の 6 時に集合し申し送りを聞いて患者さん
の状態を把握したあと腎臓チームと肝臓チームそれぞれの回診を見学し，手術を見学しました。移植外科は，
手術はもちろんですが，術後の管理がとても重要だということを教えて頂きました。カンファでは医師を含
めた様々な職種の方々がチームとなって，繊細な管理を行っていたことが印象的でした。
　 2 週目は肝胆膵外科で実習しました。こちらでも朝の回診のあとに手術見学が基本的な日程でした。脾摘
術と膵頭十二指腸切除術の手術に手洗いをして術野に入らせて頂きました。手洗いをするところからガウン
を着て手袋をはめるときまでかなり緊張しましたが，先生方は術中もとても優しく教えてくださり，縫合も
やらせて頂きました。また，外来での実習もさせて頂きました。アメリカでは患者さんのいる部屋に医師が
入っていく形をとります。予診から見学させて頂き，実際に患者さんの診察をしたり，コミュニケーション
をとったりしました。術後のフォローアップの患者さんが多かったですが，初診も見学することができたく
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さんのことを先生方に教えて頂きました。
　 3 週目は麻酔科の実習でさらにたくさんの手術を見学することが出来ました。ご指導頂く先生の関係で循
環器系の手術が多かったですが，TAVIやカルディオバージョン，術中の管理やICUまで幅広く見学するこ
とが出来ました。
5 ．現地での生活
　初日に長井先生とお話ししたときに，出かけるときはUberを使ってスーパーは郊外に行くことや夜の外
出は避けることを確認しました。平日は敷地内にある寮と病院の往復でしたので危険に遭遇することはあり
ませんでした。寮はとても広い部屋で何も困ることはありませんでしたし，ランドリーもついていました。
寮母さんがとても親切な方でとても気にかけてくれ，平日はほぼ毎日朝暗い時間に寮を出て暗くなってから
寮に戻る生活でしたが，大変快適な滞在でした。病院には24時間あいているコンビニとカフェテリアがあり，
朝昼晩とほとんどをそこで食べていました。週末はフリーでしたので，先生方におすすめして頂いたファー
マーズマーケットや美術館に行ったりして観光したり，先生方がデトロイトタイガースのチケットをとって
くださったので野球観戦もすることが出来ました。
6 ．感想
　Henry ford Hospitalでの実習は見るもの全てが新しく新鮮で，とても実り深いものだったと思います。特
に移植の現場はアメリカならではのもので，病棟や手術の雰囲気まで今まで感じたことのないものでした。
病院は先生方から看護師，掃除の人に至るまでとても明るい雰囲気で，カンファでは様々な職種の方が自分
の意見をしっかりと発言していて，議論が白熱していたことが印象的です。アメリカと日本の医療を比較し
ながらそれぞれの良さについて考えるとてもいい機会だったと思います。ウェイン州立大学の学生さんと話
すことも多く，お互いの国で医学部はどういう制度なのか，保険制度についてどう思うかなど有意義な会話
をすることも出来ました。また，アメリカで活躍されている日本人の先生方の今までの経歴や考え方をお聞
きする中で，こんな考え方もあるのだ，と自分の視野がとても広がったと思います。そして先生方とコミュ
ニケーションをとる中で自分の英語力のなさを痛感するとともに，もっと自分から積極的に関わっていかな
いといけないと感じました。 3 週間でどれだけ実践できたかはわかりませんが，自分の意識はかなり変わっ
たと思います。この経験を今後の糧にしていけたらと思います。
手術室ナタリア先生（左）とイリヤ先生（右）
寮のRosemaryさん長井俊志先生とHenry ford Hospital
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２0１8年海外選択制臨床実習報告書 
内蒙古医科大学附属病院
田村尚道
　私は今回，中国にある，内モンゴル医科大学第二付属医院に留学をしてきました。内モンゴル医科大学は
それぞれ3000床の三つの付属医院があり，内モンゴルの医療の中核を担っています。私が行った第二付属医
院は整形専門の医院で，主に小児整形の医局にいました。
　中国に留学して一番驚いたことは，第一に外来の制度です，日本では患者一人一人が個別に入室し，診察
を受けるのですが，中国はその担当の医師の部屋の中で患者全員が待機しているということです。日本の医
療システムに慣れている僕は「個人情報が漏れてしまっているのでは？」と考えていましたが，個人情報の
こと抜きで考えると中国式の外来は同じような疾患を持つ人が，自分以外の症例を目にしてその疾患に対し
て，症例検討会のような学習ができ，自身の疾患に対しより学ぶことができるという大きなメリットがある
と考えました。
　また，病院において様々な手術を見学させていただきました。小児病棟でしたので，手術の種類として多
かったのが交通外傷や，スポーツ外傷からの上腕骨や脛骨の骨折に対しての鋼線を用いての固定でした。手
術方法は日本とほとんど変わらなかったのですが，手術の回転が早く，次から次へと患者さんが運ばれて来
たことに驚きました。
　患者の医療に対する姿勢にも大きな違いがあると思います。日本の患者は医師の治療方針や説明に対し
て，あまり意見を言わず受け入れる傾向があるのですが，中国の患者はインターネットをよく使い，調べ，
医師にもよく意見をするという事が見られます。受け身の姿勢ではなく自身の体について積極的に関与して
7 ．おわりに
　最後になりますが，第二外科藤井努教授をはじめ，長井俊志先生をはじめとするデトロイトの先生方，病
院関係者の方々，この実習に関わって頂いた全ての方に厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございま
した。
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いく印象を受けました。
　中国の医療の特徴をそれぞれまとめてみると，
中国においては
・外来や入院，オペの回転がとても早く，患者が医療を待たされる期間が短い
・一回の治療費が安く，例えば日本の初診料約200元に比べて，中国は10元で済む
・医師が患者に対して強く自己主張し，意見交換できような文化がある。
　実習をしてとても感銘を受けた事は，入院患者に対し，家族がよく訪問して精神的安定に努め，また病状
の把握をしています。中国では家族愛が強く，患者が安心して過ごしているような気がします。しかし，患
者の家族が病棟でタバコを吸っていたのは衝撃を受けましたが，，， 笑。
　費用に関してですが，宿泊費，食費は内モンゴル医科大学に負担していただいたので，滞在費はかかりま
せんでした。航空券が羽田発で往復だいたい五万円弱，VISA代が一万円，保険代が一万円となりました。
大学からの留学補助でもらえる五万円を計算入れると，一か月間で差し引き二万円程であったと思います。
　今回，中国に留学し，様々な体験をし，中国の様々な文化や，医療，人々のことを学べてとても勉強にな
りました。このような機会を与えていただき誠にありがとうございました。
２0１8年選択制海外臨床実習報告書 
忠南大学病院
伊藤史宙
【はじめに】
　私は2017年 2 月 5 日から 3 月 2 日まで，韓国の忠南大学付属病院で病院実習に参加してきました。これは
富山大学と忠南大学との交換留学プログラムの一環として行われたものであり， 6 年先のアドバンス実習の
1 ヶ月間を韓国での実習にあてたものです。私は，以前から韓国の文化に興味があり，今回の海外選択実習
をとても楽しみにしていたので，参加することができてとても良かったです。
【準備】
　以前から友達と韓国での実習に興味を持っていたので，応募が近づいてきたら学務のところへ行って最新
の情報がないかアンテナを張っていました。いろいろな情報が学生間で錯綜するので学務へ行って直接聞く
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のが一番手っ取り早くて確実です。私たちの時は定員は 8 人ぐらいと言われました。参加が決まった後は，
実習の期間（ 4 週間～ 7 週間で決めて良いと言われ， 4 週間を選択しました。），賞与型の奨学金（コアカリ
の平均成績が良以上じゃないともらえません。金額は 7 万円でした。），どの科を実習するか（ 3 つの科を選
べます。形成外科，皮膚科，整形外科が人気でした。），忠南大学に提出する自己紹介文（英語で書きます。
意外とちゃんと読まれるのでしっかり書いた方がいいです。）などを決めて様々な書類を学務に提出します。
 荷物は基本的には普通の海外旅行に加えて実習に必要なもので大丈夫なのですが，私たちのように真冬に
行く場合は防寒対策はかなりしっかりしておかないと辛いです。マイナス10度を下回る日もザラにあるの
で，鼻，耳も守らないと霜焼けになってしまいます。
【忠南大学での実習】
　私は形成外科，皮膚科，放射線科を 1 週間ずつ回りました。残りの 1 週間は韓国の旧正月と被ってしまい，
大学が休みのため実習はできませんでした。実習中は忠南大学の 6 年生と一緒に回っていました。韓国の学
生は英語が堪能でこっちの拙い英語が申し訳なくなる場面が多々ありましたが，皆さんとても親切で携帯の
アプリなどを駆使してなんとか理解しようとしてくれました。
　形成外科は，毎日オペがあり 1 日 7 件ほど行なっていました。乳房の再建や皮膚移植，美容形成など，富
山大学の実習ではなかなか見学の機会がないものばかりで，とても新鮮な気持ちで見学することができまし
た。韓国の学生とともにレクチャーにも参加させていただき勉強させて頂けました。
　皮膚科は外来での診察，治療が中心でした。外来は韓国語で行われるのでなかなか理解できませんでした
が，教授が合間を縫って教えてくださいました。
　放射線科は忠南大学の学生は 1 週間かけて症例発表の準備をするので，私は教授と 1 対 1 でずっとCTや
MRIの画像を見てレクチャーを受けていました。 1 度だけ忠南大学の学生達と合流してうけるレクチャーが
ありました。CT画像から疾患を答える形式のレクチャーで，私達と同じような思考で鑑別をしており，自
分たちが学んでいる医学は世界共通なのだと感動しました。
【生活】
　滞在中は病院の真裏にある寮で過ごしました。 2 人 1 部屋でしたが，それぞれに机とロッカー，ベッドが
ありました。シャワー，トイレ，洗濯機は共同ですがそこそこ綺麗です。寮の中はWi-Fiが使えました。
【休日】
　実習が休みの日は，ソウル，プサンなどに観光に行きました。韓国に行くのは初めてだったので韓国の食
べ物やお酒をたくさん楽しめました。ミョンドンは日本の原宿に似ているとよく言われますが本当にその通
りで面白かったです。真冬の時期で死ぬほど寒かったのに韓国の人達にデザートにかき氷屋に連れて行かれ
たのは 衝 撃 でした。でもとても 美 味 しかったです。話 題 作 りのために 韓 国 の 人 気 アイドルグループの
TWICEについて調べて行ったのですがこれは大分ウケが良かったです。おススメです。
【感想】
　韓国に行く前は反日の人たちが多かったらどうしようと思っていましたが，忠南大学の人達は先生も学生
も皆さんとても親切でした。もてなす文化やレディーファーストが根付いており，食事に行った際は必ず男
性が支払ってくれていたのがとても印象的でした。申し訳ないからお金を受け取ってくれと何度言っても絶
対に受け取ろうとはしないほどでした。
　学生は語学が堪能でとても勤勉な方ばかりでした。コミュニケーションをとるのに難航したことも多々あ
りましたが，これぞ海外実習の醍醐味と思い楽しんでいました。海外に 1 ヶ月行くことは最初はとても不安
でしたが，思い切って行ってみて本当に良かったです。
　最後になりますが，今回の実習に参加するにあたり支援してくださった両大学の先生方に感謝申し上げま
す。
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杉林遼一
【目的】
　近年，アジアにおいて勉強や文化をはじめスポーツなどでも交流が盛んになり，色々な面で日本のライバ
ルといえる韓国において，医療現場だけでなく，文化・歴史や経済などにおける両国の共通点や相違点を感
じるために留学した。
【動機】
　昔から語学が好きで，さまざまな国に旅行や短期留学を行っており， 6 年時のアドバンスプログラムの一
環で海外での実習があるということを聞き，語学留学を行いたいという希望が 5 年生の実習開始時からあ
り，各科毎で留学プログラムがあるかなどを聞き，色々な情報収集をしていた。そんな中，忠南大学と富山
大学の交換留学プログラムを知り，また選択科も自分で決定することができると聞き希望いたしました。
【日程】
2 月 4 日　大阪国際空港→福岡空港→仁川国際空港→忠南大学
2 月 5 日～16日　家庭診断学で実習
2 月19日～23日　眼科で実習
2 月26日～ 3 月 2 日　整形外科で実習
【主な実習内容】
①　家庭診断学
富山大学では，検査・輸血細胞治療部の北島教授の存在も大きく，とても素晴らしいシステムが構築さ
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れています。富山大学での進んだ環境と比較することができればいいと思い，志望致しました。実習内
容は，富山大学とほぼ同じで，毎日朝 9 時に集合し，レクチャーが 5 時まであります。内容としては，
血液検査・染色体検査など多種多様な検査について説明がありました。そして 1 日目に学んだことを基
盤にして 2 日目にパワーポイントで20枚ほどの発表があります。ここでは普段は韓国語での発表なので
すが，班員のやさしさもあり，全員英語での発表をしていただき，とてもためになりました。それと同
時に自分の英語でのプレゼンテーション能力の低さにも気付かされる良い体験となりました。また別日
には血液センターでの課外実習もあり，歓迎会も行っていただき，とても楽しい，またやりがいのある
実習となりました。
②　眼科
眼科では，日本語を話すことができる研修医 4 年目の先生がいてとても過ごしやすく，また色々と質問
することができる 1 週間でとても楽しかったです。実習内容としては，毎朝 8 時に集合して， 1 時間程
レクチャーがあり，その後 6 時まで外来とオペ見学の両方を行いました。日本と同じで 1 件 1 件のオペ
時間が短く，また大学病院ということもあり多種多様なオペ見学を行いました。ですが， 1 件のオペご
とに 1 つ質問をするという時間が設けられており，とてもそれには苦労しました。ですが，そのおかげ
で一生懸命眼科領域に関する英単語を覚えることもできました。
③　整形外科
韓国では，整形外科は収入がとても良いということもあり整形外科はとても人気な科でした。ですが，
富山大学で回ったどの科よりも実習が大変でした。毎朝 6 時半からカンファレンスが始まり， 8 時前に
はオペが開始していました。忠南大学は整形外科とリハビリテーション科とリウマチ科だけ別の建物が
用意されているほど，特別扱いされているように感じました。オペは整形外科だけで同時に 7 件行われ
ており，毎日30件程オペは行っているよとおっしゃっていました。そのため，実習はすべてのチームが
終わるまで解散にならず，とても大変でした。ですが，自分が将来整形外科志望ということもありとて
も有意義な実習をすることができたと思っております。
【休日】
　休日にはソウルやプサンに連れていっていただきました。行き当たりばったりの旅でしたが，有名どころ
をしっかり押さえることができた旅だと思いとてもいい思い出になりました。
【総括】
　動機のところで述べた通り，自分が将来専攻したい科でアドバンス実習を海外で行うという意気込みで
行ってきました。その結果，日本と韓国の違いを学べることができ，とても為になったと思っております。
ひとつ例をあげるとすると韓国の学生の勉強に対する意識は日本の学生とは比べ物にならないほど高いと感
じ，いい刺激になったと思います。韓国では医学単語はすべて英語でまず覚え，そのあと母国語のハングル
で覚えます。これは患者さんのためともおっしゃっていましたが，それだけで出来るものではないですし，
とても勉強に対する意識の違いが出ていると思いました。他国での勉強に対する姿勢を知れたのはとても為
になったと思いました。
　また隣国ということもあり，昔から何かと日本と韓国はライバル視することが多く，留学する前は嫌われ
たりすることもあるかも知れないと思っていましたが，実際はとてもいい関係でした。百聞は一見にしかず
ということわざ通りであったのではないかと思い，私の考えを変えてくださるような，良い機会を下さった，
また調整してくださった学務課の皆さまには感謝したいと思っております。
【費用】
航空チケット　マイレージ使用のため費用なし
海外旅行保険　クレジットカードの付帯保険でどうにかなると思います。
その他（生活費）50000円ほど（ 1 か月間外食をするため）
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髙橋美乃里
１ ．初めに
　以前から留学に興味があり， 5 年生の時に先輩方の海外実習報告会に参加しました。そこで，韓国の忠南
大学は協定校として交換留学ができることを知り興味を持ちました。交換留学なので自分の希望の科で実習
ができること，留学生同士の交流が盛んで楽しそうだと思ったこと，費用がその他の大学に比べ格安で行け
ることが主に惹かれた点です。
　2018年 2 月から 3 月の 1 か月間韓国忠南大学で病院実習に行かせていただきました。
２ ．準備
　実習期間の調整は学務の方が主にやってくださいました。忠南大学のテスト日程との調整もあり，実習期
間が正式に決定したのは 1 か月前ほどだったと思います。実習する科は， 5 つ希望を提出して，その中から
3 つ学務の方が大学と調整してくださり決定しました。
　簡単な履歴書を提出し，航空券を予約するほどで準備は終わりました。
３ ．実習
　 1 週目は形成外科に行きました。富山大学にはない科であり，韓国といえば美容整形，形成外科というイ
メージもあったことから一番行ってみたいと思っていた科でした。韓国では科によっては進むのに制限があ
り，その中でも形成外科は人気で優秀な成績でないとなれないそうです。顔面や手掌，乳房の再建術や形成
術を見学することができました。
　 2 週目は韓国の旧正月で学校が休みだったため，実習はありませんでした。その間は，ソウルに観光に
行ったり，日本に来ていた留学生に全州という地位都市に連れて行ってもらったりしました。 3 週目は臨床
診断医学に実習に行きました。臨床診断医学は日本でいう臨床検査学のような科です。実習はレクチャーが
中心で，韓国語が分からない私のために隣の席の人がアプリを使って日本語に訳してくれました。先生が 1
対 1 でレクチャーをして下さることもあり勉強になりました。最終日には現地の学生に混ざり与えられた課
題（私は結核について）に対してプレゼンテーションをしました。英語でのプレゼンテーションは初めての
経験で準備にもかなり時間がかかりましたが，大変良い経験になりました。
　最終週は病理科に行きました。先生と実習班に混ざり，みんなで病理のスライドを見ながらたくさんのレ
クチャーを受けました。先生方も英語を交えてレクチャーしてくださり，大まかに理解することができまし
た。質問も現地の学生と同様に当てられるのには少したじたじでした。ただ今考えると先生とも学生とも一
番コミュニケーションをとれた一週間で一番楽しい実習になりました。
４ ．生活
　 2 月の韓国は想像以上の寒さでした。富山と違い雪はあまり降りませんが，空気がとても冷たく，外に出
るときはダウンを重ね着して過ごしていました。食事に関しては，私は辛い食べ物が好きだったため，韓国
料理はどの料理もおいしく食べられました。韓国料理屋ではメインの前にたくさんのお通しをだしてもらえ
るので外食ばかりでも野菜をたくさん摂れました。
　韓国に行く前は中には日本人のことをよく思わない人もいるのではないかと心配していたのですが，私が
関わった方はどの方もとても親切にしてくださいました。日本に来ていた留学生の方と再会し，寮を案内し
てもらったり，買い物に連れて行ってもらったり，何か分からないことがあったときはいつも手助けしてく
れました。実習後もご飯に誘ってもらえたり，休みの日には，釜山や全州にも連れて行ってもらったりとと
ても充実した時間を過ごすことができました。
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１ ．海外実習を希望した理由
　海外ではどのような医療が行われているのか興味があり，このような機会はめったにないと思い参加を希
望しました。
２ ．準備
　学務課を通して忠南大学へ履歴書を送り，実習を希望する科を伝え，実習のスケジュールを組んでいただ
きました。宿舎も大学の寮を無料で貸していただけるので，自分たちで手配しなければならないものは往復
の航空券だけでした。
３ ．交通
　忠南大学は韓国の第 5 の都市である大田（テジョン）という場所にあり，仁川空港から大田まではKTX
という韓国の新幹線のようなもので， 1 時間半ほどで行くことができます。
４ ．実習
　私は，感染症科とリハビリテーション科と皮膚科の 3 つの科で実習させていただきました。感染症科では
毎日教授回診があり，英語で疾患についての説明をしていただきました。また質問に答えなければならない
場面もあり，英会話の得意でない私は非常に苦労しました。舟木くんもたまたま感染症科を希望していて，
一緒に実習をしていましたが，彼の英語力もあまり高くないようでした。しかし 2 人でなんとか力を合わせ
て教授やその他の先生方とコミュニケーションをとることができました。この 1 週間で，かなり英会話の能
力が向上したように思います。リハビリテーション科ではロボットを使ったリハビリや，靴で偏平足や側弯
症の治療を行う外来の見学などをしました。リハビリテーション科のためだけの建物が 1 棟あり，プールな
どのリハビリ施設も入っていました。韓国はリハビリが進んでいると聞いてはいましたが，その規模の大き
さに驚きました。皮膚科では手術や外来の見学をさせていただきました。また最終日には韓国の学生と一緒
に，画像をみて疾患名を英語で答えるテストを受けました。韓国の学生はみな高得点で，力の差を痛感しま
した。
5 ．生活
　滞在中は病院の敷地内にある寮で過ごしました。 2 人 1 部屋で勉強机とベッドとクローゼットがありま
す。風呂，トイレ，水道は共同です。寮の中ではWi-Fiも使用できます。病院の周りはまあまあ都会なので，
特に生活に困ることはありませんでした。韓国はご飯がおいしくて，交通費も安く，街の人も親切で過ごし
5 ．まとめ
　一か月という短い間でしたが，外国で生活し，外国の医療や文化に触れることができたのはとても貴重な
経験になりました。この韓国での海外実習も女子 1 人だったということもあり始めはすごく悩んだのですが
思い切って行って良かったと思っています。韓国の医学生は医学を英語で勉強しているということもあり，
英語が流暢な方がとてもたくさんいたのが印象的でした。外国人の医療観光にも積極的であり，日本とは異
なった医療制度があるといことも知ることができました。最後に，お忙しい中，わたしたちの交流を支援し
てくださる両国の先生方や事務の方々，親切にしていただいた忠南大学の医学生の方に感謝したいと思いま
す。
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やすかったです。
　週末は韓国の学生がソウルやプサンやチョンジュなどに観光に連れていってくれました。
6 ．感想
　韓国の学生は，日本の学生と比べて英語力が非常に高いことに驚きました。英語が話せるだけでなく，日
本語もある程度話せる人も何人かいました。基本的に病名などは全て英語で覚えるようで，国家試験の勉強
のときに初めて韓国語の病名を知ると言っていました。また専攻科を決める際に各科の人数があらかじめ決
まっており，成績順に希望の科を選べるので必死に勉強をしているようでした。韓国では礼儀が重視されて
いて，上下関係も日本と比べものにならないほど厳しいことにも驚きました。今回の実習全体を通して，日
本と韓国の医療や文化の違いを知ることができ，また韓国の学生と交流することもでき非常に有意義な時間
を過ごすことができました。
7 ．最後に
　忠南大学で実習をするにあたって尽力してくださいました廣川先生をはじめとする富山大学の関係者の皆
様に心より感謝いたします。このような貴重な機会を与えてくださり本当にありがとうございました。
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１ ．はじめに
　以前から学生の間に海外留学できればと漠然と考えていましたが，実際に行けるとは思っておらず，この
ような機会をいただけたことに感謝しています。韓国には大学 2 年生の時に 1 度旅行で行ったきりで，留学
前は少し不安でしたが，実際行ってみると 1 ヶ月は短く感じ，あっという間でした。
２ ．準備
　まず忠南大学へ提出する履歴書を作成し，希望する科とともに富山大学の学務課に提出しました。学務課
の方が忠南大学とやり取りをしてくださいました。留学生にとってどの科を回るのが良いのかなどの具体的
な情報は，この忠南大学との交換留学プログラムに以前参加された先輩方に話を聞いたり，冬に富山大学に
来ていた留学生達に聞くなどして得ることができました。その後，現地の人達とのコミュニケーションが最
も心配だったので，英語の映画をみたりして，少しずつ準備をしていました 
３ ．交通
　忠南大学は韓国の中心部に位置している大田（テジョン） という都市にあります。大田は交通が便利な場
所であり，ソウルやプサンまではKTXという現地の新幹線のようなものを使えば，約 2 時間で行くことが
できます。成田空港から仁川空港（ソウル）までは飛行機で 2 時間半くらいでした。交通費は飛行機と
KTXを合わせて 3 万～ 3 万 5 千円でした。
４ ．生活
　滞在中は， 大学の傍にある寮で生活していました。共同のトイレ，シャワー，キッチン， 洗濯機があり，
自由に使って良いとのことでした。2 月の大田は，富山と比べてもとても寒く，氷点下の日が多かったです。
天候はほぼ快晴で，雨や雪はあまり降りませんでした。
　周りにスーパーやデパートがあまりなく，日用品はタクシーや，現地の学生の車で買いにいきました。大
学の食堂は休日や夜にも開いており，大学周辺にも食事をとれる場所が多くあったので食事には困りません
でした。
　また，韓国では，日本とは違いタクシーがとても安く，行き先を見せればトラブルが発生することなく利
用することができ，生活に困るということはありませんでした。少し遠いところに行く時は，頻繁にタク
シーを使っていました。
5 ．病院実習
・Plastic Surgery（形成外科）
皮膚腫瘍の摘出・再建，火傷に対する皮膚移植，口唇口蓋裂，乳房再建などの手術見学が中心でした。毎
朝，カンファレンスがあり，教授も参加し治療についてアドバイスしていました。その後，若手の先生と
学生で病棟を回診しました。創傷治癒のメカニズム，外傷の治療法，真皮縫合の実習などのレクチャーも
ありました。
・Rehabilitation Medicine（リハビリテーション科）
脳卒中や四肢切断患者のリハビリ方法についてのレクチャーを受けました。Myelography（脊髄腔造影検
査）やＯ脚，X脚を強制する靴を作る外来も見学しました。
・infectious disease medicine（感染症科）
教授が 4 人ほどいらっしゃり，それぞれの教授と回診を行いました。日本とは違い，学生も結核患者の
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ベッドサイドまでいくことが印象的でした。
6 ．まとめ
　韓国の学生さん達は，すごく勉強熱心で向上心が高い人達ばかりでした。夢ややりたいこともはっきりし
ていて，大変刺激になりました。英語のレベルも日本人より高く，ほとんどの学生が英語をしゃべれるよう
でした。
　また，勉強以外の面では，生活を楽しむことに長けている気がしました。ご飯は皆誘い合って沢山食べ，
お酒もよく飲み，人と人の付き合いを大事にしているのが印象的でした。
　 1 ヶ月間という短い間でしたが韓国で出会った方々は大変親切で，韓国語がほとんど話せない私にも，進
んで話かけてくれたり，ご飯や飲みに誘ってくれ，毎日非常に楽しく過ごすことができました。今回の留学
で，勉強面だけでなく，現地の方々との交流を通して，以前より韓国のことを知ることができましたし， 貴
重な体験ばかりでした。 このような機会をもうけていただき有難うございました。これを読んでいる後輩
にも胸を張ってお勧めできる実習なので，ぜひ検討してみてください。
２0１8年選択制海外臨床実習報告書 
Vietnam National Hospital of Pediatrics
瀬志本真帆
実習期間
2018/ 1 /20～2018/ 3 /10
実習病院について
　国立ハノイこども病院は，ベトナム北部で唯一小児外科を扱う病院です。その専門は多岐にわたり，特に
腹腔鏡を使用した小児外科手術では世界的にも有名です。ベトナム北部全域の小児外科を担うこともあり，
手術件数・病床数は日本国内では経験できないものです。また，北部山岳地帯の少数民族など，地域や民族
による医療格差も問題になっています。
実習の準備
　・予防接種の確認（必要な追加接種がなかったので実施しませんでした。）
　・航空券の手配（sky scannerで検索しました。）
　・ 宿泊先の手配（現地病院の秘書さんに紹介していただきました。安く，病院に近いホテルは，日本語は
もちろんのこと英語にも対応していないので，現地の方を通して手配することをお勧めします。）
　・ビザ（観光用ビザを郵送で取得しました。）
　・書類の提出（メールで提出します）
　・現地通貨の準備（日本ではベトナムドンのレートがよくないので米ドルを持っていきました。）
一日の実習の流れ
　 7 ：50　meeting
　 8 ：20　breakfast
　 9 ：00　operation
　12：00　lunch
　14：00　operation
　About 20：00　dinner
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実習について
　私が見学させていただいたのは
主に腹部外科でした。今まで小児
の腹部外科は一度も見たことがな
く，どんな手術でも新鮮に感じま
した。特 に 印 象 に 残っているの
は，胆道閉鎖症のkasai術です。
日本人が考案した術式にも関わら
ず，実際どんな手術をしているの
かわからなかったので，本当に胆
道と腸管をつなげているときは感
動しました。ベトナムの先生方は
臨機応変に患者の状態に対応し，
使用する腸管の部位を変更したり
していました。また，どの手術も
とても早く技術の高さを感じまし
た。意外なことかもしれませんが，なんとこの病院にはDa Vinciがあり泌尿器科領域だけでなく腹部外科領
域にも使用していました。新興国であるベトナムで日本では目にすることがないロボット手術を見られるこ
とに感動しました。さらに，夜には緊急手術にほぼ毎日入らせていただき，虫垂炎の執刀（真似事）もやら
せていただきました。腹部外科だけでなく，脳外科，泌尿器科，形成外科と多種多様な手術を見させていた
だき一日10件以上の手術を見ることもありました。どの先生・スタッフもとても優しく丁寧に教えてくださ
り，フレンドリーですぐに打ち解けることができました。一方，悔しい思いをしたこともありました。医療
地域格差の大きいベトナムには適切な医療を受けられずに手遅れになった症例や，日本ではありえない年齢
の症例を見てきました。開腹して何もしてあげられないと判断され，すぐに閉腹したときは涙があふれそう
でした。そんな体験も含めて本当に充実した実習となり，将来への参考になりました。
休日の過ごし方
　ハノイの中心地へバイタクで出かけたり，ハロン湾観光をしたりしていました。とても過ごしやすい天候
のシーズンだったので，病院の周辺を散策したりしました。ベトナム現地の人に交じって，ベトナムコー
ヒーを片手に読書をするのも気持ちがよかったです。また，テト（旧正月）後には医局の初詣旅行に連れて
行っていただきました。
実習を終えて
　私がベトナムで実習することにしたのは日本ではなかなか見られない小児外科医療を経験したかったから
でした。将来は小児科医になりたいと考えていましたが，内科以外の治療の実際を知ることなく小児科医療
に携わるのは心もとないと思っていたのです。実習を通して，小児手術の実際を知ることができたことはも
ちろんのこと，将来像として小児外科医も魅力的に感じるようになりました。何より，子供たちのために朝
夕関係なく働くことの素晴らしさと楽しさに出会えたことが幸せでした。ベトナムの方たちにとても優しく
していただきいつか恩返しがしたいと思っています。今回このような機会を与えてくださった芳村先生，ベ
トナムのみなさんには本当に感謝しています。ありがとうございました。
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２0１8年選択制海外臨床実習報告書 
Vietnam National Hospital of Pediatrics
藤澤邦子
　2018年 5 月14日から 6 月10日にかけて， 6 年生の選択制海外臨床実習の一環ベトナム国立ハノイ小児病院
で実習させていただきました。私にとって，忘れることの出来ない貴重な 1 ヶ月となりましたので，ここに
報告させていただきます。
　また，今回の実習に際し，ご多忙の中御尽力くださいました富山大学第一外科の芳村直樹教授をはじめ，
現地で指導してくださったCong先生率いる心臓外科チーム，親身に相談に乗ってくださった先生方や先輩
方，励ましの言葉をかけてくれた友人達に心から感謝します。私にこのような機会をくださり，本当にあり
がとうございました。
　私が先輩方の報告書を見て励まされたように，来年度以降に海外実習を希望する後輩を少しでも励ますこ
とが出来ましたら，幸いです。
１ ．海外臨床実習を希望したきっかけ
　毎年， 6 年生の先輩方が海外臨床実習に出発されていることは 2 年生頃から知っていましたが，実習を回
る前までの自分には全く想像がつきませんでした。 5 年生の第一外科小児心臓チームの実習にて初めて患者
さんと向き合った時に，自分の未熟さを痛感し，もっと成長したい，と思うようになりました。海外へ行く
＝成長できる，ではないと思いますが，言葉も通じない慣れない環境で一人での実習を通して，少しでも成
長したいと思い，海外実習を希望しました。
２ ．承諾までの経緯と病院について
　芳村教授から現地の秘書さんの連絡先をいただき，直接メールにてやり取りします。留学動機や履歴書な
どを提出し，留学許可をいただくことが出来ました。
３ ．渡航前の準備
　実習計画書，在学証明書などの提出書類や宿泊先，予防接種，航空券，ビザなどを自分で手配します。私
は，現地スタッフのお宅にホームステイをさせていただきました。
４ ．ベトナムにて，小児心臓外科での実習
　実習先のハノイ小児病院は，昨年度もの学生の受け入れをしてくださった病院でした。また，小児心臓外
科は年間1000例もの手術を行うベトナムのトップクラスの病院で，手術は 1 日に 5 − 8 件ほどあります。私
が病院に実習していた 1 か月の間に，術野には30件ほど第 3 助手の立場で，手洗いで入らせていただくこと
が出来ました。主にCong先生が執刀されるVSD，ASD閉鎖術に入らせていただき，筋層縫合以降を指導医
と 2 人で閉創しました。手術では，私の責任で手術時間が長くなってしまい，反省して落ち込むことが多
かったです。しかし，指導医の先生方が丁寧に指導してくださるので，上達を感じた時はとても嬉しかった
です。自分が入った手術の他にも，ファロー四徴症や左心低形成症候群，完全大血管転位症，総肺静脈還流
異常症，両大血管右室起始症など幅広い症例を学ぶことができ，たった 1 か月ですが，非常に刺激的で中身
の濃 1 か月となりました。
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5 ．ベトナムの生活
　平日は，忙しく外に出かける余裕はほとんどありませんでした。しかし，週末は，ホームステイ先やICU
の先生，現地で仲良くなったご家族のお宅でホームパーティをしたり，WHOで研究されている女性医師に
お話しを伺ったり，ベトナムの感染症を研究されている金沢大学の先生から講義を受けたり，市街地に出か
けたりと，とても充実した生活を送りました。
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6 ．感想
　私にとってベトナムでの 1 か月は，実習以上に意義のあった時間でした。ハノイ小児病院に留学に来た同
世代の医学生や，現地の医師から刺激を受けました。そして，手術後に泣きながらかけよるお母さん方の姿
を見て，心臓外科が人の人生に大きく関わることのできる仕事であることとその責任の重大さを改めて痛感
しました。今回の実習では，自分の未熟さや語学などの壁を感じましたが，私にとってはとても楽しく刺激
的な毎日で，勇気をもって挑戦することで得られるものの大きさを感じています。きっと，後に続く皆さん
も素晴らしい経験を得られることでしょう。
